
 

 

2003 年度理事会・評議員会・総会議案書 

 
I. 報告事項 

1. ････････････2002 年度(2001 年 4 月～2003 年 3 月)会員の入・退会状況 
2. ････････････2002 年度入会者名簿 
3. ････････････2004 年度全国大会開催場所 

 
 

II. 議決事項 
第 1 号議案･･････････････････2002 年度事業報告 
第 2 号議案･･････････････････2002 年度収支決算報告 
第 3 号議案･･････････････････2002 年度監査報告 
第 4 号議案･･････････････････2003 年度事業計画 
第 5 号議案･･････････････････2003 年度収支予算 
第 6 号議案･･････････････････その他 

 
 
 
 
 

期日 
2003 年 9 月 11 日(木) 

 
会場 

東海大学短期大学部高輪校舎 
 

日本ロジスティクスシステム学会 

～The Japan Society of Logistics Systems～ 



会員状況について 
I. 報告事項 
 

1. 2002 年度会員の入･退会状況(3 月 31 日現在) 

   
 

2002 年 
3 月 31 日現在 入会 退会 

2003 年 
3 月 31 日現在 

正会員 217 人 16 22 211 人 
準会員 25 人 10 1 34 人 

賛助会員 19 社 1 6 14 社 
※ 正会員には、賛助会員 1 名を含む。 

 
2. 2002 年度の入会者名(3 月 31 日現在) 
 (1) 正会員 

入会者 

No 氏名 所属 入会年月日 推薦者 

1 野島 美保 成蹊大学 2002,4,1 準会員より 

2 曻髙 茂樹 岩手県立大学 2002,4,26 坪根 斉 

3 田原 千代 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 2002,5,14 
若林 敬造 
中村 理史 

4 吉井 一郎 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 2002,5,14 
若林 敬造 
中村 理史 

5 岡山 昌宏 株式会社 東食 2002,5,14 
若林 敬造 
中村 理史 

6 岩瀬 雅治 文京学院大学 2002,6,18 
大野 勝久 
北岡 正敏 

7 塩田 光重 日鐵運輸㈱ 2002,6,21 大野 勝久 

8 岩田 信英 三井情報開発株式会社 2002,7,23 今野 茂雄 

9 羽田 隆男 東海大学 2002,9,12 
小村 和彦 
加藤 貞夫 

10 小谷 重徳 トヨタ自動車㈱ 2002,9,19 大野 勝久 

11 高崎 裕 商船三井ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ株式会社 2002,10,3 相浦 宣徳 

12 谷崎 隆士 ㈱住友金属小倉 2002,11,13 北岡 正敏 

13 菅原 淳子 東北大学大学院 2003,1,17 
唐澤 豊 
森 隆行 
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14 熊本 博光 京都大学 2002,2,10 唐澤 豊 

15 中澤 喜久雄 鹿島建設株式会社 2002,2,21 唐澤 豊 

16 中村 日出男 モンテ物産株式会社 2003,3,25 
唐澤 豊 
七里 淳哲 

 
(2) 準会員 

入会者 

No 氏名 所属 入会年月日 推薦者 

1 
三輪 冠奈 名古屋大学大学院 2002,5,7 

高桑 
宗右ヱ門 

2 菊池 誉 株式会社プラネックス 2002,5,31 菅原 光政 

3 
BONIVASIUS 
PRASETYA 
ICHITIARTO 名古屋工業大学 2002,8,19 大野 勝久 

4 土井 佑介 東海大学大学院 2002,9,12 小村 和彦 

5 森山 洋介 神奈川大学大学院 2002,9,20 北岡 正敏 

6 横田 淑光 神奈川大学大学院 2002,9,20 北岡 正敏 

7 柘植 正臣 神奈川大学大学院 2002,9,20 北岡 正敏 

8 中島 啓之 神奈川大学大学院 2002,9,24 唐澤 豊 

9 那須 哲平 神奈川大学大学院 2002,9,24 唐澤 豊 

10 夏目 和久 静岡大学 2002,9,27 八巻 直一 

 
(3) 賛助会員 

入会者 

No 氏名 所属 入会年月日 推薦者 

1 津村 謙一 イーエックスイーテクノロジーズ㈱ 2002,4,19 唐澤 豊 

 
以上 
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第 1 号議案 2002 年度事業報告 
1. 第 5 回全国大会の開催 

第 5 回全国大会は 2002 年 9 月 27 日(金)、28 日(土)の両日名古屋工業大学におい

て開催された。発表件数 58 件、参加者 122 人。 

 
2. 産学交流委員会 

2002 年度の産学交流委員会は、5 月、7 月、9 月、11 月、2 月と計 5 回開催された。 

会期 年月 学界 産業界 

第 1 回 H14.5.17 
ロジスティクス合理化戦略の基本と

実情 
神奈川大学 工学部 
教授 唐澤豊 

住友電装のグローバルロジスティクス展開 
住電装ロジネット㈱ 
社長 後藤泰三氏 

第 2 回 H14.7.8 － 

住宅産業の現状と生産物流戦略について 
積水化学工業株式会社 
住宅カンパニー取締役 プレジデント室長 
滝谷 善行氏 

第 3 回 H14.9.4 

部品相互補完のための広域生産物流

システム 
広島大学 経済学部 
教授 平木秀作 

－ 

第 4 回 H14.11.11 

Continuous Improvement Activities 
in Denmark and Europe 
Associate Professor, Department of 
Production/Centre for Industrial 
Production Aalborg University, 
Denmark 
Dr. Frank Gertsen 

Japanese Management Technology Transfer 
to North America -A Case of TPM Scheme- 
Director of Milliken Performance System, 
Milliken & Company, USA 
Mr. David H. Rowland 
 
Operation Management in Denmark over the 
past 10-15 years with emphasis on the 
present situation and the introduction to our 
project "The Danish version of TPM" 
Centre Manager, Centre for Production, 
Danish Technological Institute, Denmark 
Dr. Merete Norby 
 
 

第 5 回 H15.2.28 － 
物流結節点マネジメントと次世代 WMS 
株式会社フレームワークス(元静岡大学教授) 
取締役 高井英造氏 

 

3. ロジスティクス大学院研究会 
2001 年度のロジスティクス大学院研究会は、４月に 1 回開催された。 

 テーマ 
第 1 回 

(H14.4.17) 

神奈川大学 

5 人 

工学系 予測、立地、在庫、輸送、配送などロジスティクスモデル全般の諸問題 

研究会メンバーから提起された諸問題 

文系  目的、定義、グローバル組織、国内組織、情報ネットワーク、共同化、 

サービス、合理化などロジスティクス管理全般の諸問題 

研究会メンバーから提起された諸問題 
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4. 物流センター見学会 
下記要領にてトヨタ自動車㈱上郷物流センターならびに住友電装㈱物流センター見

学会が開催された。 
① 開催日時：2003 年 1 月 30 日 
② 場所：住友電装物流センター13:00～15:00 

トヨタ自動車㈱上郷物流センター15:00～17:00 
③ 参加人員：30 名 

5. 常任理事会： 
2002 年度の常任理事会は、4 月、6 月、7 月、8 月、12 月、2 月と計 6 回開催された。 
 報告事項 審議事項 

第 1 回 

(H14.4.24) 

早稲田大学 

7 人 

第 5 回全国大会進行状況 

総会関係準備資料 

入退会の承認 

平成 13 年度収支決算 

学会誌の編集方針 

産学交流委員会の人事 

役員人事 

第 2 回 

(H14.6.18) 

神奈川大学 

5 人 

第 5 回全国大会準備、進行状況報告 

 

入退会の承認 

第 5 回全国大会プログラム 

総会・理事会・評議委員会議案書 

次期第 5 回全国大会開催校 

第 3 回 

(H14.7.8) 

早稲田大学 

5 人 

第 5 回全国大会スケジュール 

学会誌の発行時期 

入退会の承認 

弟 4 回全国大会収支決算 

弟 5 回大会スケジュール 

学会誌の編集 

支部活動費 

連盟設立準備 

第 4 回 

(H14.9.4) 

早稲田大学 

4 人 

第 4 回全国大会収支報告 

第 5 回全国大会開催計画 

入退会の承認 

学会誌の発行 

過年度分の年会費再請求 

役員人事 

第 5 回 

(H14.12.20) 

早稲田大学 

4 人 

坪根斉常任理事逝去 

常任理事会出欠状況 

行事結果報告 

 

入退会員の承認 

第 5 回全国大会の収支報告 

坪根先生用生花、弔電、香典に関する承認 

第 6 回 

(H15.2.28) 

4 人 

APFLS の進捗状況 

行事結果報告 

入退会の承認 

中部支部設立について 

JSLS 及び APFLS・SCM 連盟について 

以上 

      4



第 2 号議案 2002 年度収支決算報告 
I. 収支計算書(2002 年 4 月 1 日～2003 年 3 月 31 日) 

     

  科目 決算 予算 差額 

前年度繰越金 7,709,723 7,709,723 0

入会金*1 44,000 60,000 -24,000 

年会費*2 3,552,000 2,640,000 912,000

過年度会費等*3 37,000 262,500 -225,500

利息 190 770 -580

大会参加費 800,000 560,000 -340,000

予稿集代*4 102,000 0 0 

その他*5 67,430 0 67,430

収入の部 

小計 12,312,343 11,232,993 1,079,350

学会誌発行費 486,171 1,200,000 -713,829

大会開催費 1,040,952 600,000 440,952

ニューズレター発行費 0 100,000 -100,000

研究報告会等開催費 0 100,000 -100,000

会議費 30,297 250,000 -219,703

通信費 219,370 200,000 19,370

名簿発行費 0 150,000 -150,000

消耗品費 70,295 50,000 20,295

事務局運営費 675,000 400,000 -225,000

旅費交通費 375,000 400,000 -25,000

雑費*6 77,668 50,000 22,668

予備費*7 100,000 500,000 -400,000

支出の部 小計 3,074,753 4,000,000 -925,247

  次年度繰越金 9,237,590 7,232,993 2,004,597

*1 正会員 9×2000 円、準会員 9×2000 円、2003 年度分正会員 4×2000 円 
*2 正会員 120×7000 円、準会員 22×3000 円、賛助会員 11×100,000 円、 

2003 年度分正会員 87×7000 円、準会員 3×3000 円、賛助会員 9×100,000 円 
*3 入会金 1×2000 円、正会員年会費 5×7000 円 
*4 中部支部後藤泰三支部長予稿集買上げ 50 冊、他 1 冊 
*5 七里氏寄付金 67,430 円 
*6 故坪根理事香典等 74,118 円、印紙代 400 円、送金手数料 3150 円 
*7 中部支部活動費 100,000 円
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貸借対照表(2003 年 3 月 31 日現在) 
 

   (単位：円）

資産の部 繰越金の部 

現金 0次期へ繰越金 9,237,590

普通預金 2,832,416   

郵便局 808,344   

郵便振替口座 5,596,830   

  9,237,590   9,237,590

 
 

以上 
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第 3 号議案 2002 年度監査報告書 
 
 

監査報告書 
 
日本ロジスティクスシステム学会 

会長 唐澤 豊 殿 
 

2002 年 月 日    
監事   ㊞ 
監事   ㊞ 

 
 
私たちは、日本ロジスティクスシステム学会の 2001 年 4 月 1 日から 2002 年 3

月 31 日までの事業年度の会計報告書、すなわち収支計算書及び貸借対照表につ

いて会計監査を行いました。 
 
この監査にあたり私たちは、会計帳簿及び関係書類の閲覧など必要と認めら

れる監査手続きを実施し、会計報告書の正確性を検討しました。 
 
監査の結果、上記の会計報告書は、会計帳簿の記載金額と一致し、日本ロジ

スティクスシステム学会の収支状況及び財産状態を正しく示しているものと認

めます。 
 

以上 
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第 4 号議案 2003 年度事業計画 
1. 第 6 回全国大会の開催 
 

第 6 回全国大会は 2003 年 9 月 11 日(木)～12 日(金)の両日、東海大学短期大

学部高輪キャンパスで開催する。その際、ソフトウェア展を併設する。 
 
2. 産学交流委員会 
 

産業界および学界の交流の場として産学交流会を原則として隔月に開催する。 
 
3. 学会誌の発行 
 

学会誌の Vol.4.1 及び Vol.4.2 を発行する。 

 
4. 研究会の実施 

 
 大学院生を中心とした若手研究者の育成のための研究会を開催する。 

 
5. 支部活動の活性化 
 

中・四国支部、九州支部の設立を推進する。 

 
6. 国際連盟活動の設立及び推進 
 

The Asia Pacific Federation of Logistics and SCM Systems ～2003 年 4 月 1 日設立 

The International Federation of Logistics and SCM Systems ～2003 年 4 月 1 日設立 

また、2004 年 11 月 22~24 日にアジアを中心としたロジスティクス国際会議を東京（早

稲田大学国際会議場）で開催する。 

三井住友 VISA/Master の口座を開設。 

 

7. 第７回全国大会は早稲田大学で国際会議とジョイントした形で開催する。 
 
8. 会員獲得運動の実施 

 学術会議第 5 部へ登録するためには会員数が 500 人以上必要であり、会員 1 人あた

り新会員 1 人を獲得する運動を実施する。運動本部長は会長が兼任する。また、学術

会議登録推進委員会を設置して具体的に推進する。 

以上 
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第 5 号議案 2003 年度予算 
 

    (単位:円)

  科目 予算 2002 年度決算備考 

前年度繰越金 9,237,590 7,709,723 

入会金 60,000 44,000（2000 円×30 人） 

年会費 1,200,000 3,552,000（100,000 円×5 社）＋（7000 円×100 人） 

過年度会費等 0 37,000 

利息 0 190 

大会参加費 900,000 800,000 

収入 

小計 11,397,590 12,142,913   

学会誌発行費 1,000,000 486,171 

大会開催費 1,000,000 1,040,952 

国際会議開催準備費 500,000 0 

支部活動費 300,000 0 

産学交流会開催費 420,000 0 

ニューズレター発行費 100,000 0 

研究報告会等開催費 50,000 0 

会議費 50,000 30,297 

通信費 300,000 219,370   

名簿発行費 150,000 0 

消耗品費 100,000 70,295 

事務局運営費 800,000 675,000   

旅費交通費 400,000 375,000 

ホームページ費 200,000 0 

雑費 100,000 77,668   

支出 

予備費 100,000 100,000 

  小計 5,570,000 3,074,753   

 
以上 
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第 6 号議案 その他 
1. 役員の再任 

・ 現行役員及び評議員全てを再任する。 

・ 再任期間は平成 16 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日。 
・ 役員の見直しについては常任理事会に委任する。 
・ 理由は、総会が平成 15 年 9 月及び平成 16 年 11 月と飛んでいる事と来年度の国際

会議を成功裡にするためのフォーメーションが必要な事である。 
 

2. 役員の退任 
理事 岩田弘之（高島屋） 

理事 池田三郎（筑波大学） 

 

3. 役員の推薦 
理事：深野宏之（愛知学泉大学） 

 

4. 監事の推薦 

進藤晋（神奈川大学） 

 

5. 来年度全国大会 ～第 1 回 ICLS 国際会議と併設 
① 開催校：早稲田大学 

② 期日：平成 16 年 11 月 22 日(月)～24 日(水)の範囲で予定 
 

6. ロジスティクス国際会議開催 
① 開催校：早稲田大学 

② 期日：平成 16 年 11 月 22 日(月)～24 日(水)予定 
 

7. 学会ホームページの開設 
 
8. その他 

・ 組織拡大委員会（仮称）の設立 

・ 支部長の任命 

東北支部：菅原光政（岩手県立大学） 

九州支部：塩田光重（日鐵運輸） 

・ 年内に APFLS の第 1 回 Board Meeting を東京で開催する。 


	報告事項

